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VVinograd (1988) によると，こうした目的の中で，記憶した内容の完全な再生を目的とする記憶は回想的記憶 (ret­
rospective memory)，記憶した内容の実行を目的とする記憶は展望的記憶 (prospective memory) と呼ばれている。
換言すれば，回想的記憶とは過去に経験，蓄積された情報に関する記憶であり，展望的記憶とは未来に実行されるべ
き行為や意図，プランに関する記憶であるといえる。
本研究では，展望的記憶研究の意義として， 4 つの側面を指摘した。第 1 に，回想的記憶では記銘された情報内容
に変更が加わることは少ないが，展望的記憶では，予定や意図の変更が頻繁になされる o その意味では，展望的記憶
を検討することは，記憶が本来持つ社会への適応としての側面を検討するということにつながる o 第 2 に，脳損傷等
により展望的記憶に影響を受けると，自立した社会生活を営むことができなくなることを考慮すると，展望的記憶の
基礎メカニズムを解明することによって，失われた機能回復のためのプログラム開発へとつながる D 第 3 に，単語な
どに関する回想的記憶研究で得られた知見，例えば，プライミング効果や生成効果などを展望的記憶において検討す








調 査 意図のたどる 3 つの状況についての群間比較と正準判別構造の分析
日常における展望的記憶現象に関する事例を質問紙によって収集し，収集された事例に対して，どのような認知を
していたのか，そうした認知が意図のたどる 3 つの状況(想起・実行，忘却，想起・不実行)にどのような影響を与





Einstein & McDaniel (1 990) は展望的記憶課題(ターゲ y ト語が出現すればいつでも特定のキーを押す)が短期
記憶課題の中に挿入された二重課題のパラダイムを考案した。本実験では， このパラダイムを使用して，展望的記憶





実験 2 意図表象の活性化と保持時間の検討一Mantyla (1993) の追試的検討を基にして
実験 2 では， M舅tyl? (1 993) の追試を行い，そのパラダイムの妥当性を検討し，さらに意図の発生から行為実行







実験 3 では，意図の発生から想起実行までの保持時間中に行う活動内容を統制し，実験 2 でのプライミング操作に
よる意図表象の活'性化についての効果を再検討することを目的とした。また，保持時間の質的側面を操作するため，
言語リハーサル群を統制条件として設定し，計算を行う 2 つの条件，図形の描画を行う条件との比較がなされた。結









実験 5 では，実験 l の Einstein & McDaniel パラダイムを使用して，脳損傷患者の展望的記憶パフォーマンスが
測定された。その結果， PM 課題に対しては 2 人ともキー押し反応はなされなかった。ただし，被験者に PM 課題終
了後に意図の存在と内容について答えさせた所， 2 人のうちの少なくとも 1 人は 2 つのターゲッ卜と反応キーを完全
に再生できた。
以上の検討から得られた知見と展望的記憶プロセスとの関係については，本研究で検討された 2 つのパラダイムに
おける展望的記憶のパフォーマンスの失敗が符号化や保持段階にあるのではなく，検索段階での処理にあることが示
唆された。
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また，今後の展望として，人間の記憶システム全体を視野に入れた研究を進めるべきであるという提言がなされ，
基礎メカニズムの解明という方向とともに，パーソナリティーや生活スタイル，動機づけなどの個人の特性という観
点からの研究も必要であることが示唆された。
論文審査の結果の要旨
未来に実行されるべきプランの記憶は展望的記憶と呼ばれ，特にその生活場面での重要性のために最近多くの心理
学的研究が行われるようになった。本論文は，この展望的記憶について，認知心理学的アプローチを用いてそのメカ
ニズムを探ろうとした研究の集大成である。
その研究法は，調査手法を用いた展望的記憶現象の把握にはじまり，統制された実験心理学的手法を用いた後，脳
損傷患者を対象とした認知神経心理学的手法に至る組織的なものであった。調査的研究の結果，展望的記憶課題の失
敗の中には，想起したにも関わらずプランの実行がなされなかったというカテゴリーの存在することが明らかにされ
た。また，実験心理学的研究及び認知神経学的研究の結果，展望的記憶の過程である符号化，保持，検索のそれぞれ
の段階を視野に入れた実験デザインにより，符号化，保持に関わる活性化水準の重要性が実証されるにいたった。こ
の結果は，従来の研究が想起，検索の際の手がかりのみに焦点を合わせていたのに対して，展望的記憶のメカニズム
に直接的に関わる斬新なものと評価された。
以上，本論文は，理論的展望の明断性，仮説の斬新性，あるいは，その実験心理学的方法論の充実度より博士(人
間科学)の学位の授与に十分に値するものであると判定された。
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